


- 而∋罰玉置虻蛎張琶橿 皆[輯苛コ蚕l巧
-

コロ雲･ 屈;≡鳳藩岨鮎宮
ニ
1二:.:･ 営 臣i諾幽曽冨t-=iiTll ･ -

:
:ヨl=jb■ 葡

東京電力福島第
一 原発の事故により､ わたしたちの 住む東北地方は放射能に汚染され て しまい ま したo 今後長き

にわ たり､ こ の放射能と向き合い ながら暮らしてい かなければなり ません ｡

一 方 で ､ 青森県六ヶ所村では, 原発の使用済核燃料か らプル トニ ウムを取り出す再処理 工場の本格稼働が来年

2 0 1 2 年に予定されてい ますo ｢ 原発が通常運転で 1 年間に放出する放射能を､ た っ た 1 日で海や空 に捨て る｣ と

い われる再処理 工 場の 本格稼働を許せば,
さら に放射能汚染が広が っ て い く ことは明らかですo

予想を こえる放射能汚染を目に して ､
もはや庶発も核燃サイ クル もい らない ! とい う声は ､

これ まで無関心だ っ

た人たちも含め広範な広がり をみせ て い ます｡ こ の うね りをさらに広げ, これ以上わた したちの 故郷を汚 さな い た

めに ､ 緊急の 講演会を企画しました o

広河隆 一

さん はチ ェ ルノ ブイ 1) を長年取材され , 今回も震災直後か ら福島現地 にはい っ て ､ 子 どもたちを守る こ

と を訴えて n ますo また ､ 永田文夫さんは岩手 で長年放射性廃棄物の 問題に とりくまれ ､ また六 ヶ所の再処理工場

の 危険性にいち はやく警鐘をな らして こ られましたQ

こ の お 二 人の お話を聞きながら, 今度は私たちが どうや っ て原発, そ して核燃サイ クル を止め るのか をともに考

え､ 行動して い く機会にしたい と考えて い ます｡

ぜひ多く のみ なさま, とりわ け若い方々 がご参加くださるようお待ち して い ます｡ ( なお , 予約 ･ 前売りが会場

の定員に達しましたら, 予約は締め切らせ てい ただきます)

◆広河隆
一

さ ん プロ フ ィ
ー

ル

-~~~~~｢ フ ォ ト ･ ジ ャ
ー

ナリス ト0 月刊誌 ｢ D A Y S J A P A N ｣ 編集長.

1 9 6 7 年に早大卒業後､ イス ラ エ ルに渡るo 7 0 年帰 乱 中東問題と核問題を中心 に取材

を重ね る. I O J 国際報道写真コ ンテス ト (本部ベ ルリン) の大貴
･ 金賞をは じめ ､ 講談

社出版文化賞､ 日本写真協会年度賞, よみう り写真大貴, 相模原賞､
サ ンケイ児童出版

文化賞､ ノスタルギア寅, 早稲田ジ ャ
ー

ナ リズム大賞, 土 門拳貰な ど多数受乳

｢新版パ レス チナ｣ ｢ 核の 大地｣ ｢ 龍平の 未来｣ ｢ チ ェ ルノ ブイt｣ と地球｣ ｢ チ ェ ルノブイリ

消えた 4 5 8 の村｣ ｢ 写真記録パ レス チナ｣ ｢破断層｣ な どの ノ ンフ ィ ク シ ョ ン ､ 写真集､ 小説､

訳書を約 4 0 冊出版o また ｢ チ ェ ルノ ブイリ 2 0 年目の歌声｣ ｢ 素敵な宇宙船地球号- はばた け命の巽｣ な ど中東,

核関係の T V 報道番組も約 6 0 本制侃 チ ェ ルノ ブイ リ子ども基金顧問｡ パ レス チナの 子供の里親運動顧問o / 汁

スチナ子 どもの キャ ンペ
ー

ン顧臥 日本写真家協会 ･

日本写真協会会見 月刊誌 ｢ D A Y S J A P A N ｣ は 0 9 年度日

本写真家協会賞を受賞｡

最新著書 ｢ 暴走する原発 チ ェ ルノ ブイ リから福島へ これか ら起こ る本当の こと｣ 小学館 (2 0 1 1 / 5 / 2 0 発売)

◆永田 文夫さん プロ フィ
ー

ル

｢ 三陸の 海を放射能か ら守る岩手の会｣ 世話人 ｡

1 9 6 4 年か ら工業化学科の教員として岩手県内の 工 業高校 に勤務｡ 勤務校で は化学クラブの 生徒

と水質調査, 大気汚染調査を行うo 1 9 9 2 年から定年まで県立の 病弱養護学校で化学, 数学な ど

を教え るo 現在, 日本アイソト ー プ協会滝沢村医療用 放射性廃棄物処理 工場の 村要監視委員(1 9

8 8 . 5 か ら) ､ 不登校や引き こもりの 若者の N P O 施設 ｢ ボラ ンの広場｣ 理事. 2 0 0 5 年 2 月に ｢ 三

陸の海を放射能か ら守る岩手の会｣ を設立 し ､ 世話人を務め る.

【三陸の 海を放射能か ら守る岩手の会の これ まで の 主な活動】

･ 2 0 0 5 年 1 0 月 岩手県議会 へ 提出した ｢ 三陸の海を放射能汚染から守る請願｣ が議員全員
一 致で採択され る｡

･ 2 0 0 7 年 1 1 月 国 (経産省 ､ 環境省､ 農水省) へ 全国署名 ｢ 海に空に放射能を流さな い で｣ を 9 2 3 8 7 筆提出 ( 追

加 1 月提出計 1 0 6 3 1 4 筆)
･ 2 0 0 8 年 1 0 月 岩手県議会 へ ｢ 岩手県を六 ヶ所再処理 工場の放射能汚染から守る こ とに つ いて の 請願｣ を提出｡

中身は高レベ ル廃液が環境に漏れ 出さな い ように安全管理 の 徹底を求めて い る｡ これ は 4 : 4 の 同数になり委員長

裁決で不採択｡

･ 2 0 1 0 年 1 月 総理大 臣 (内閣府) へ 全国署名

｢ 海に空 にこれ以上放射能汚染を広げない よう再

処理 工場の稼働凍結を求める署名｣ を提出 ( 9 5 4 9 2 筆)
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